日本幼児教育史再考 ー大正期の竹中幼稚園の胎動ー by 金子 晃之
─ 133 ─
桜花学園大学保育学部研究紀要　第20号　2019 桜花学園大学保育学部研究紀要　第20号　2019
Ȍᆅሱʘ˂ʒȍ
ஓటࢺзଡ଼ᑎխѓᐎ
──大正期の竹中幼稚園の胎動──
金　子　晃　之
Reconsidering the History of Early Childhood Education in Japan
—The Movement of Takenaka Kindergarten in the Taisho Era—
Teruyuki KANEKO
ɂȫɔȾ
　日本幼児教育史再考という課題の下、前稿では明治の幼稚園黎明期を辿り、黎明期の幼児教
育の特性から現れる研究課題の視点、またフレーベル幼稚園と恩物の幼稚園史における研究課
題の視点を整理した。本稿では明治から大正にかけて私立幼稚園が増加する軌跡を概観し、教
育史においてほとんど取り扱われてこなかった岡山倉敷の竹中幼稚園の胎動を掘り起すことを
課題としたい。
ᴮᴫ஥ผȞɜ۾ඩɁࢺзଡ଼ᑎ
　日本の幼稚園は、明治期に増加の一途を辿った。1892年（明治25年）には、全国で幼稚園
に在籍していた幼児が12,011人、全国の幼稚園数177園、この内、公立の幼稚園数128園であっ
た（宍戸2014: 63）。公立幼稚園が主流を占める中で私立幼稚園は、1893年（明治26年）に横
浜婦人慈善会創立者二宮わかによる神奈川幼稚園、1895年（明治28年）神戸にキリスト教系
の善隣幼稚園、1897年（明治30年）東京にキングスレー館付設幼稚園等が設立され徐々にそ
の数を増やしていった。
　そして1899年（明治32年）に国立㧝園、公立172園、私立56園、計229園となり、1909年（明
治42年）に国立㧝園、公立208園、私立234園、計443園となった。この私立幼稚園の増加は、
1899年（明治32年）の私立学校令によって小規模園の経営が可能になったこと、私立幼稚園
の教育を支持する新中間層の形成にあった（宍戸2014: 269‒270）。加えて、1899年（明治32年）
に「幼稚園保育及設備規程」が制定され、法的枠組みも整備された。そうした中で私立幼稚園
は次々と設立されて行ったわけであるが、産業社会の形成は、新中間層の教育家族が求める幼
稚園の需要ばかりでなく、労働者層が求める保育所の需要も増やして行った。
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　時期は前後するが、1894年（明治27年）に東京紡績株式会社が保育所を設立し、1902年（明
治35年）に鐘ヶ淵紡績株式会社が保育所を設立して保育料を手当として支給し、1905年（明
治38年）には夜勤者の昼の安眠を保障するために社内の鐘紡幼児保育会が「幼稚舎」を設立
した（宍戸2014: 275）。また日露戦争を背景として、出征軍人家庭の生活擁護のために、1904
年（明治37年）に神戸市出征軍人児童保管所が設立された（宍戸2014: 276）。
　その後も産業社会が展開していく中で、女性労働者の確保、労働者層の夫婦共働き家庭の子
どもの保育問題は重要な問題として捉えられた。政府は1909年（明治42年）に「労働紹介所」
「施療病院」「幼児保育所」等の慈善事業団体への補助金を交付し防貧の政策を強めたが（宍戸
2014: 275）、1919年（大正㧤年）に内務省地方局救護課が社会課となり、翌年には社会局とな
ることで公的社会事業として保育を扱っていくことが確認された（宍戸2014: 278）。
　時代は簡易幼稚園に見られるように、労働者家庭の保育需要に応えることが大きな課題に
なっていた。
　この時代に保育の需要を象徴する代表的なものとしては、1909年（明治42年）に大阪の愛
染橋保育所、1916年（大正㧡年）に東京の二葉保育園（二葉幼稚園から改称）、1918年（大正
㧣年）に大阪の愛染託児所、1921年（大正10年）に大阪市立乳児院、1925年（大正14年）に
倉敷の若竹の園がある。
ᴯᴫႇഈᇋ͢Ȼίᑎ
　若竹の園は、倉敷紡績株式会社社長の大原孫三郎の夫人である大原寿恵子が中心になってい
た倉敷さつき会によって設立された。倉敷さつき会は、会員相互の向上と親睦を図りつつ、応
分の社会奉仕を為すことを目的とし、1920年（大正㧥年）に設立された。若竹の園は、産業
都市における社会的不幸を減じ、その欠陥を満たすために、中産階級以下の乳幼児の「保育保
護」を行うことを目的としていた。
　保育士は、玉成保母養成所卒の谷崎菊茂が主任となり、同卒の三宅サト、元・愛染幼稚園の
高橋千鶴子、そして三垣敏子、村上美佐子の保母四名であった。
　保育内容は、手技、室内遊び、歌・遊戯・リズム、戸外遊具、園外保育であり、一日の流れ
は、登園、自由遊び、会集、仕事、自由遊び、昼食、自由遊び、間食、降園となっていた。保
育時間は午前六時～午後六時の範囲で行われた。
　1926年（大正15年）の谷崎菊茂による保育方針には、次のようにある（溝手2010: 100）。
　　　「子供は貴き賤しきにかかわらず家の花であり宝であります。
　　　その宝さえ生存の為めにはその育愛を他人の手に委ねねばならない親の心を思うとき、
親の為めにも児の為めにも、私達は能き柱であり、よき杖であらねばなりません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　略
　　　過去に於いてためられず自然のままに芽生えた幼児には、全てを子供本意の合理的な規
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律のもとに自由に快活に、そして暖かき親の愛を充分に味えぬ児等の為め特別な愛をも加
えて行き度いと望んで働いて居ります。
　　　毎日の幼児の保育といたしましては、幼児の中に眠れる意識を目覚まし、意思や考案の
発表を助ける為めに、フレーベル式の恩物、フレーベル式の手技を年齢に応じて使わせて
居ります。お話や歌は、郷に入れば郷に従えで、成るべく生活に近いものを選んで居りま
す。無邪気な童話に依り徳性を養い、道徳的感情を満足させる様にして居ります。
　　　自然物の話により、自然界の大きな恵みを覚らせ、科学の話に依り、文化の力、文明の
力を知らせるよう心掛けて居ります。
　　　幼児の本能を満足させ、子供の芸術の一つである歌は、日常家庭に於て何の懸念もなく
歌われる俗謡などに興味を持つことのないように一層に注意し、高尚で清新な興味を湧か
す様な歌曲を選び、ひいては幼児を通じて家庭の歌をもっともっと高尚なものに美わしき
ものに変えられて行く事が出来たなら幸だと思って居ります。其の他弱きを助ける優しき
同情、互いに譲り合う美しき心を養い、社交的な訓練を為すために、健康を増やす為めに
共同玩具を用いて自由遊びを行っています。」
このように若竹の園は、自由遊びを大切にし、恩物を用い、子どもに自然物の話、科学的な話、
文化の力、文明の力を伝え、子どもを通して家庭の歌を俗謡から高尚なものへ変えていくこと
を志向している。この啓蒙的な志向については、大原寿恵子も同様のことを述べている。大原
寿恵子による若竹の園発足の目的は、次のようにある（溝手2010: 93）。
　　　「近代の社会的進展は、遂にこの地方小都市たる倉敷にも及んだ。最近十数年に於ける
倉敷の社会的経済的発展は、正に産業都市としての特色を中心として遂げられ来つたので
ある。大正九年初めて有志婦人によって創立されたわが倉敷さつき会も、この社会的情勢
に応ぜんがため、且つは会員個々の自覚と相俟って、産業都市における社会的不幸を減じ、
その欠陥を充たさんがため、遂に中産階級以下の乳児並に幼児の保育保護の社会的事業を
興さんとすることが、大正十一年五月の総会によって議決せられ、爾後、会の幹部は会員
の熱心なる協力の下に事業の資金調達のため、バザーに、実業部に、其他種々の社会的活
動がいとなまれた。」
　このように倉敷という町が発展したことで、中産階級及び労働者階級が抱えている家庭問題、
保育問題への対応を大きな目的としていた。倉敷とその周辺には、技術者や事務職といった新
中間層と、工場における労働者層の人口が増加し、労働者層の共働きの問題、㧞つの社会階層
の文化格差や生活格差の問題が現れてくる。そうした中で大原孫三郎は、新しい課題を包摂す
る地域づくりを意図したのであり、それが大原寿恵子の思いとも重なっている。
　倉敷にある倉敷紡績記念館の展示には次のようにある（1）。
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　　　「孫三郎の労働理想主義にもとづく倉紡のユニークな労務管理は倉紡の伝統となって長
く伝えられた。」
　　　「大原孫三郎の思想は、その一生を通じて、人道主義・人格主義・キリスト教社会主義・
社会改良主義へと移行していったといわれる。」
　こうした労務管理に対する評価となっているのは、具体的には次のことだと考えられる。
　福利厚生、慰安、娯楽という点でいえば、1923年（大正12年）に設立された倉敷中央病院は、
従業員一万人の健康を保障するに足る設備を要して開設され、一般の医療機関としても開放し
たものだった。前年設立の倉紡高松病院も同様の趣旨とされる（発電所も倉敷と高松に創設）。
また1924年（大正13年）に倉敷購買利用組合が設立され、生活物資購入の便が図られ、1926
年（大正15年）には倉敷紡績健康保険組合が設立され、社内運動会も開催された。
　1908年（明治41年）～1924年（大正13年）倉敷紡績工場保育所、1921年（大正10年）倉敷
紡績早島工場託児所、1925年（大正14年）倉敷紡績岡山北方工場託児所が設立された（高月
2010: 157）。
　社会事業という点でいえば、1917年（大正㧢年）大阪に社会救済事業として財団法人石井
記念愛染園を設立し、付設した救済問題研究室が大原社会問題研究所へ発展し、その一部門で
あった社会衛生研究部が倉敷労働科学研究所となった。1923年（大正12年）㧤月に発刊され
た『大原社会問題研究所雑誌』第㧝巻、第㧝号には、「唯物史観に於ける『生産』及『生産方式』」
「東京市に於ける労働者家計の一模型」「古典派、俗流、歴史派及マルクス派経済学（ローザ・
ルクセンブルグ）」「大阪市公園利用状態調査」「ユダヤ人問題（カール・マルクス）」「アダム・
スミス生誕二百年」といった論稿が掲載された。
　生産の技術という点でいえば、倉敷紡績は、マチェーソン広幅連続漂白装置、デュポン連続
染色装置、ダングラー樹脂加工装置を導入し、国内外で好評となり市場を拡大していた。この
よう合理的な労務管理と広がりのある経営は、近代の地域社会を創るという点で力を発揮した。
　こうした方法は、実はイギリスのロバアト・オウエンの実践と酷似している。オウエンも自
身が経営するニューラナーク紡績工場に働く従業員家族約2000人に、保育園と小学校が接続
した教育実践を行い、成人に対して夜間講義を行い、会社が仕入れた食料品を原価に近い価格
で販売し、工場のある地域社会と労働者家族を安定させることで経営的成功を収めていた。こ
れは19世紀初頭のヨーロッパ社会においては大きな事件であった。その後オウエンは、経営
を退き、労働問題で激動する19世紀前半のヨーロッパとアメリカで、新たな社会改革の理論
と実践、新しい人間の在り方等を提示し、熟練職人層組合やチャーティスト運動ともかかわり
を持った。一方、倉敷紡績は大原社会問題研究所という資本主義経営の枠には収まりきれない
社会科学の領域を議論し研究する場を作ったのである。但し、オウエンよりも広がりをもった
大原孫三郎と倉敷紡績の特性もある。それは、陶器、絵画、建築、家具に地元の技術や材料を
用いる民衆的工藝を重視し大原美術館を設立したこと（2）、陸軍の倉敷連隊誘致に反対したこと、
倉敷教会という信仰の場を支援したこと、石井十次の事業を支援したことにあった。
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ᴰᴫᣋ͍ԇȻɷʴʃʒଡ଼
　明治以降の時代は、武士層が新たなエートスとしてキリスト教を受容し、都市を作り、社会
事業を起こし、経営を行い、新たな日本社会と日本人の生き方を模索した時代でもあった。そ
のキリスト教徒の活動の流れとして伝道、矯風会、禁酒運動等があった。
　日本禁酒同盟会の発足は1898年（明治31年）10月、東京禁酒会の発足は1890年（明治23年）
㧟月であった。全国に展開した禁酒運動は岡山でも起こっている。
　1914年（大正㧟年）に岡山県禁酒同盟が結成され、1923年（大正12年）に岡山禁酒会館が
建設された。1924年（大正13年）に日本国民禁酒同盟大会が岡山市で開催され、1925年（大
正14年）には岡山禁酒会館において日本初の禁酒展覧会が開催され（来館者850名）、1928年（昭
和㧟年）にはコーヒー出張サービスが開始され、クリスマスランチが売り出されている（3）。
　禁酒という問題は、前述したロバアト・オウエンが活躍した19世紀前半のイギリスにおい
ても、キリスト教の流ればかりでなく協同組合運動、チャーティスト運動と共に、労働者階級
による自らの精神と身体の近代化という「自己改善（self-improvement）」として現れていた。
これはウィリアム・エリスに代表される「社会経済論」的なものに向かっていく近代化論であっ
たと同時に、従来の労働者階級文化でもなく中産階級文化でもない、オルタナティブな代替文
化としての方向性を持ち、男性中心の会合に女性も参加し、酒の代わりに清涼飲料を飲み、社
会運動における新しい会合の在り方、家庭生活の在り方を模索した側面も含まれていた。
ᴱᴫπ୧ଡ଼͢Ȼቩ˹ࢺሓٛ
　倉敷では、同志社神学校を卒業した川越義雄が、アメリカンミッションボードの派遣教師と
して、1890年（明治23年）に伝道を始めた。家庭集会、聖書読書会等が地域で行われた。
　そしてミッションボードとは独立した倉敷教会が設立されたのは、1906年（明治39年）㧣
月である。倉敷は、日本の初期プロテスタントの思想的源流である三つのバンドの内、熊本洋
学校を設立した L. L.ジェーンズ（Leroy Lansing Janes、1838‒1909）の熊本バンドの流れにあっ
たとされる。その一人であった金森通倫は1880年（明治13年）から1886年（明治19年）に岡
山教会の牧師となっている。また熊本バンドのメンバーが倉敷日曜講演会で講演を行ったもの
として、1903年（明治36年）㧢月に徳富蘇峰の「最近の歴史について」、1911年（明治44年）
12月に浮田和民の「近世文明市場の諸問題」があった（4）。
　倉敷教会の創立者は、浅野義八（26歳で受洗。祈り、安息日、十分の一の献金を厳守した）、
木村和吉（21歳で受洗。倉敷地方で最初にキリスト教を聞いた）、林源十郎（22歳で受洗。林
薬品経営者で経済面から大きく倉敷教会を支えた）、大原孫三郎（25歳で受洗。倉敷を『東洋
のエルサレム』となすことを天与の使命とした）、大橋朝野（18歳で受洗。最初のオルガニス
トとして奉仕、執事として20数年、会堂建築委員、婦人矯風会の幹事を務める）が中心となっ
ていた（5）。
─ 138 ─
桜花学園大学保育学部研究紀要　第20号　2019
　塩野和夫は、倉敷の信者の中に現れ、倉敷教会に継承された信仰の㧠つの特色を次のように
整理している（塩野2012: 87‒88）。
　①迫害の中に安息日休業を断行して祈り続けた浅野義八、②日本的ピューリタンとして合理
的で厳格な勤倹節約に励んだ林源十郎に見られるように、倉敷商人がキリスト教倫理を生活規
範として取り入れたこと、③大原孫三郎、石井十次、林源十郎が信仰を介して育てた信頼関係
と共同体の形成、④成熟した教会員が倉敷教会の設立を進めたこと（林源十郎、大原孫三郎等）。
　倉敷教会の建物は、借家の会堂、仮会堂、本会堂の建設へと向かう。倉敷教会が本会堂建設
において建築家西村伊作と契約を交わしたのは、1922年（大正11年）㧡月であり、㧝年後の
1923年（大正12年）㧡月に献堂式が挙行された。
　そして日本でキリスト教幼稚園が明治45年から設立される中で（日本保育学会1969: 248）、
倉敷教会附属の幼稚園は、1922年（大正11年）㧥月に教会仮会堂に旭幼稚園としてスタートし、
1923年（大正12年）㧟月に新会堂隣に移転し、1924年（大正13年）10月に竹中幼稚園へと改
称した。園長は当初から竹中みつである。
　幼稚園設立の経緯は、1916年（大正㧡年）11月に竹中悦蔵が倉敷教会の牧師として着任し、
1917年（大正㧢年）㧝月に竹中悦蔵、杉田光子（竹中みつ）両氏が結婚するが、1918年（大
正㧣年）㧤月に竹中悦蔵が永眠する。同年12月、竹中みつの兄、杉田譲二が牧師として就任
するが、1919年（大正㧤年）㧢月に留学の為に渡米する。代わりに杉田譲二と竹中みつの父
親である杉田潮が㧢月から牧師として応援参加するが、1920年（大正㧥年）㧢月に杉田譲二
が留学先で永眠してしまう。その後任牧師として、倉敷教会の献堂式の前後に田崎健作が着任
した（6）。
　竹中みつ（1895年（明治28年）～1988年（昭和63年））は、兄、譲二の留学後、岡山県高
梁にある順正高等女学校で英語の教師を務めていたが、兄の死後、幼児の宗教教育に関心を持っ
ていた兄の精神、故人となった夫の悦蔵の遺志を継いで、倉敷に留まり幼稚園教育に生涯を捧
げることにしたとされる。倉敷教会の林源十郎の支援の下、1921年（大正10年）、東京の玉成
保母養成所へ入学し、翌1922年（大正11年）㧟月に卒業し、同年㧥月㧝日から園長として幼
稚園を開園した。竹中みつが27歳の時であった。保母として、玉成での同期生の河野淑子が
参加した（竹中1979: 244‒245）。玉成は当時、六畳と八畳の二間の教室、離れの図書室兼オル
ガン練習室という簡素なもので、生徒数も㧣～15名の徹底した少数全人教育が行われ、お辞
宜の仕方、歩き方、お茶の出し方、部屋の出入り、掃除の時のハタキのかけ方の一つ一つが厳
しく指導されていたという（日本保育学会1969: 216‒9）。河野はそうした生活を共に過ごした
仲間であった。こうして竹中幼稚園は、信仰に生きる人々の思いが交錯する中で開設された。
ᴲᴫቩ˹ࢺሓٛȻቩ˹ɒȷ
　教育史研究上、竹中幼稚園については保管されている紙芝居に関する研究（7）と、竹中みつに
ついては僅かに触れられるにとどまっていた（溝手2010: 164‒165）（宍戸2014: 256）。
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　竹中幼稚園は1925年（大正14年）当時、竹中幼稚園の幼稚園日誌によれば、朝の定番とな
る會集の内容が、奏楽、祈祷、賛美歌、挨拶、暦、歌、話となっていた。その後には、律動、
遊戯、自由遊び、仕事、手技等が組まれ行われた。
　話については、㧠月から㧣月までに、蝶、春の動物の状態、兔、牛、ロバ、樫の木、春の有
毒植物、エンドウ、筍、肉食植物、たんぽぽ、昆虫、蜜蜂、月等が内容となっていた。時期は
ずれるが、前年にはバクテリアを話題としていたこともあった（竹中みつ個人日記1924年㧞
月27日）。
　手技は各学年に分かれて行われていた。1899年（明治32年）の「幼稚園保育及設備規程」
によれば、保育項目は遊嬉、唱歌、談話、手技となっており、手技は「幼稚園恩物を用いて手
と眼を練習し、心意発育の資とす」とされていた。1925年の竹中幼稚園日誌によれば、手技
は基本的に各学年に分かれて行われ、第一、第三、第四恩物が主に用いられていたが、他に手
技を含めた仕事として、ドイツ積木、折紙、石盤を用いた自由画、折紙を応用した首飾り・袋・
椅子・団扇作り、粘土細工、絵の具やクレヨンによる絵描きが行われていた。この1925年の
日誌からは、玉成で得た恩物についての詳しい知見の記載は見当たらない。
　幼稚園の日常は、日々、遊びの中で大喜びする子どもの姿が多く見られるのと同時に、欠席
する子どもや泣く子どもが多くある。この原因として、はしか、百日咳等の病気や当時の栄養
状態や生活環境の影響によって、子どもの健康状態が安定していなかったことが推測される。
1925年（大正14年）の幼稚園日誌の前年である1924年（大正13年）の竹中みつ個人日記によ
れば、竹中みつは度々入院中の子どもたちを見舞っていた。
　園で子どもたちは寒くても外で遊びたがり、気温や天気に照らして外で毬投げ、玉投げ、羽
根付、鬼ごっこ、縄跳び、かくれんぼが行われた。
　1924年㧟月㧟日には、竹中みつ園長がこしらえた寿司を添えた雛祭りが幼稚園で行われ、
倉敷教会田崎牧師夫人も同席し、子どもたちが大喜びしていた。㧟月㧤日には、年長組の卒業
記念旅行として岡山後楽園へ汽車で行き、田崎牧師夫妻の他、㧟名の支援者が同行し、子ども
たちと保母を支えた。前日である㧟月16日に田崎牧師夫妻と平井氏が手伝った㧟月17日の卒
業式について、当日の竹中みつ個人日記には次のようにある。
　　　「卒業の子供達には水仙の花を糸でつなげて、根を銀紙で包み、白リボンで結い、胸に
つけてやった。第一の式をすますとすぐに記念の写真をとる。それがすむとすぐ第二部に
うつり唱歌や遊技等をする。…　帰りに子どもたちに手技の帳面を上げる。久しく一緒に
暮らした子供達と今分かれるのはじつにつらい思いがする。」
　このように開園当初の竹中幼稚園は、穏やかな園生活がスタートしていたといえる。
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　前述したように竹中みつは、20代半ばに夫と兄が立て続けに永眠していた。明治から大正
にかけてのプロテスタントたちの生き方、倉敷教会を設立した信者たちの思い、それらを自分
なりに背負って始めた幼児保育の実践が始まり、胸に去来するものは少なくなかったに違いな
いが、1924年の個人日記を見る限りでは、多くは語られていない。
　当時、竹中みつは玉成を同期で卒業した、竹中幼稚園の保母であった河野淑子と一緒に同居
し寝食を共にしていた。日曜日は倉敷教会での日曜学校礼拝、隣町の酒津の日曜学校礼拝に参
加した。また平日も含めて、矯風会、禁酒会、青年会、夜の祈祷会に参加していた。個人的に
英語を教えてほしいとの依頼があり、家庭教師のようなこともしていた。倉敷教会牧師田崎夫
妻とは、親しい関係にあり、夫妻のところへ食事、団欒と足を運んでいたが、夫妻とは別に心
を通わせられる仲間を得ていた。1924年㧝月28日の個人日記には次のようにある。
　　　「夜又、原さん、河野、私と平井さんのお宅に行って話會をする。しんみりといろいろ
な話をして大いにぼんやりな私まで考えさせられた。原氏はご自分の過去の色々なざんげ
を話された。平井氏も大分話された。私共は語るほどの過去もないが、やはり発表するこ
ともできないで聞くのみだ。人生は実に多様だ又ふしぎなものだ。気の會う友位よいもの
はないと思った。それにつけても自分の心の凡てを打ち明けて話しうる友が欲しいと痛切
に感じる。それが出来たのは亡き夫のみだった。あまりに早くなくなりしをおしむ。しか
し又一面かくのごとき夫、友をしばらくでも与えられたということは又感謝である。」
　竹中みつにとって亡き夫は心の凡てを打ち明けられる人であったが、原、河野、平井という
仲間が、一つのコミュニティを為しており、みつを支えていたと考えられる。1924年㧝月20
日の日記には次のようにある。
　　　「原さんと平井さんのお宅へ行って私共四人ずいぶんよく話した。時間の経つのも忘れ
て一時半までも話す。実に色々な学問をした様に思う。床に入ってからもしばらくはいろ
いろなことを感じてねむれなかった。どうして自分は他の方々の様に何で心を深く感じな
いのであろう。いつも表面のみを捉えて満足している様に思われる。恥ずかしい気もする。
もっと感じる人間になりたい。」
　このように竹中みつは、親しい者たちの中で、自身を内省していた。1924年㧝月13日の個
人日記には次のようにある。
　　　「日曜学校の先生の朝拝説教の題は我。先生の内面生活の苦痛などうかがわれ、いいし
れぬ感がした。大いに我を考えさせられた。実際今までの自分はあまりに考える事がなかっ
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た。又努力が足りなかった。高慢であったことが恥ずかしい。」
　竹中みつの内省は、周囲の者たちの思慮の深さを感じ取り、ありのままの自分を謙虚に振り
返る中で、より深いところへ至ろうとする自我だった。このようにして竹中みつは周囲の支え
の中で生きていたのである。
ȝɢɝȾ
　本稿では、竹中幼稚園の胎動を僅かではあるが記述した。次稿では、竹中幼稚園の実践をさ
らに描き出し、大正から昭和の幼稚園の保育課程の流れの中で捉え直し、恩物も含めた実践内
容を掘り下げることにしたい。また倉敷教会の活動と竹中みつの人柄と生き方を、実践者とし
て、信者として、より鮮明に描いていくことにしたい。
ពᢷ
　竹中みつ氏および竹中幼稚園の資料を研究として使用するにあたり、倉敷教会の中井大介牧師、
竹中幼稚園の小山光子園長から、専属的な許可とご依頼を戴きました。資料の撮影においては、帝
京科学大学の田口直子氏から多大なご協力を戴きました。資料の検討においては、帝京科学大学の
田口直子氏、神谷純子氏、福山大学の藤原美樹氏から多大なご協力を戴きました。
　お世話になりました皆様に心から感謝の気持ちを述べさせていただきます。
า
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